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特別損失の発生及び通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成24年３月期決算（平成23年４月１日から平成24年３月31日）において、下記のとおり特別損失を計

上するとともに、平成23年12月14日に公表いたしました通期連結業績予想と本日公表いたしました通期連結業績

について、差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 特別損失の発生について 

  当社は、平成 24 年３月期決算の状況を踏まえ、ソフトウエア等の投資額について、事業ごとに今後の販売計

画を精査し、将来の回収可能性等を検討した結果、主に広告事業におけるソフトウエア及びサーバ類の器具備

品に関して 231 百万円の減損損失が発生いたしました。 

 

２． 通期業績予想と実績との差異について 

（１） 平成 24 年 3 月期連結業績予想と実績との差異 

（百万円未満切捨て） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

１１０ 

百万円

▲  ４６０

百万円

▲  ５１０

百万円 

▲  ５２０ 

円 銭

▲ 846.73

今回発表予想（Ｂ） １０３ ▲  ５４５ ▲  ５９５ ▲  ８０２ ▲1,243.83

増減額（Ｂ－Ａ） ▲    ６  ▲   ８５ ▲   ８５ ▲  ２８２ -

増減率（％） ▲ 5.87％ - - - -

前期実績 ２８７ ▲１，３７０ ▲１，４１７ ▲１，４１３ ▲3,028.34



 

 

（２） 差異の理由 

当社は、平成23 年12 月14 日付「業績予想の修正に関するお知らせ」させて頂きましたとおり、「ジアー

ス」サイトにおける地図上の不動産の位置情報と連動した広告スペースの提供と、不動産データベースの

情報提供をパッケージ化したＷｅｂ上のサービス提供を大手不動産会社に注力した販売活動から、不動産

会社の従業員が機動的に利用できるスマートフォンやスマートタブレットの上での不動産情報の提供を中

小の不動産会社やスマートフォン・スマートタブレットユーザーを中心とした小口営業に注力してまいりまし

た。しかしながら、広告事業におきましては営業リソースが不足していたこと、また当初想定していたビジネ

スサービス事業の伸びによるＰＶ数（Ｗｅｂサイトの閲覧を計る指標）の向上を見込んだ広告媒体としてのジ

アースの価値の向上による広告件数の増加にも至っておりません。 

広告事業においては、第 4 四半期の予想売上高 11 百万円を見込んでおりましたが、上記のことから売

上の実績といたしましては 1 百万円にとどまりました。 

以上のことから事業ごとに、今後の販売計画を精査したところ、広告事業におけるソフトウエア等の投資

額が、同事業の将来の売上による回収可能性を検討した結果、231百万円の減損損失が発生するに至り、

当期純利益につきましては、大幅に差異が発生することとなりました。 

 

以 上 

 

 


